












The Role of the UN Civilian Police after Conflict




In the peace building process, the UN Civilian Police (CIVPOL) plays a critical
role for constructing law and order in post conflict areas. In particular, the role
of the CIVPOL in peace operations has expanded in the post Cold War period, and
has culminated with taking on responsibility for law enforcement in East Timor
and Kosovo. This paper first shows the process of "Timorization of police", the
transfer of responsibility for law enforcement from CIVPOL to the local East
Timor police organization, and then explores operational effectiveness and
limitations of CIVPOL, focusing on the factual case of East Timor.
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Keeping Operations: PKO)の一部門を構成する文民警察(Civilian Police: CIVPOL)
という組織を保持している。 CIVPOLの役割が注目されるようになったのは近年であるが、
その起源は冷戦初期にまで遡ることができる　CIVPOLの最初の派遣は、 1960年から1964
年まで展開された国連コンゴ軍(United Nations Operation in the Congo : ONUC)で
あると言われる。また、 1964年から展開されている国連キプロス平和維持軍(United





















3) CIVPOLの法執行について言及された既存の研究にはAnnika S. Hansen, From Congo to Kosovo: Civilian
Police in Peace Operationは, (Adelphi Paper343), Oxford: IISS, 2002; Renata Dwan (ed.), Executive
policing: Enforcing the Law in Peace Operations (SIPRI Resarch Report No.16), Oxford: Oxford
University Press, 2002 ;篠田英朗『平和構築と法の支配　国際平和活動の理論的・機能的分析』創文社、 2003年;






























5)平和構築の概念は1992年のプトロス・ブトロス-ガリの『平和への課題(An Agenda for Peace)』報告書以来、
広く知られるようになったO　さらに、 2000年のF国連平和活動に関する委員会報告(Report of the Panel on






























8) HansenはCIVPOLの機能的発展を「監視・助言」、 「警察改革」、 「法執行」の3段階で捉えている(Hansen, op.
tit, pp. 15-32)o
g )同様の機能を果たしたケースとしては、ナミビアでの国連独立支援グループ(UN Transition Assistance Group:
UNTAG)があり、近年ではカンボディア暫定統治機構(UNTAC)などでも実施された。
10) UNTAGでは、文民警察官が1989年の選挙までに最大時で1500人が派遣され、現地で治安維持にあたる南西アフリ


































































































































































23) Amnesty International調べ(http://www.amnesty.org/ accessed May 24, 2006)0
24)堀江良一「夜明け前の東ティモール-国際平和協力隊現地活動報告」 F外交フォ-ラム』 1月号、 2000年、 74-79頁。





26) UN document S/1999/1024, 1999.10.4, paras 12-14.
27) Max Blenkin and John Martinkus, "Militia disarmed: Peacekeepers arrest eight", The Daily Telegraph,
1999.9.22,p.3.
28) UN document S/RES/1272, 1999.10.25, op. para. 2.



















































日には東ティモール警察機構(East Timor Police Service; ETPS)を立ち上げ35)、東ティ











































36) UN document S/RES/1410, 2002.5.20.その他のUNMISETの任務として、 「東ティモールの政治的安定に喫緊
となる主要な行政機構に援助を与えること」などがある0
37) UNMISET press briefing, 2004.5.19. 「平和や安全の維持に成功しただけでなく、東ティモール共和国の警察を
育成することにも成功し、東ティモール共和国の指導者や人々に社会的、経済的発展に集中できる環境を与えた」
と評価した。










































42) Eirin Mobekk, "「Policing Peace Operations: United Nations Civilian Police in East Timor. A Monograph
for the John D. and Catherine T. MacArthur Foundation Programme on Peace and International C0-
operation (London: King's College, London, Department of War Studies, October 2001), pp. 44-45.






































































51) UN document A/53/951-S/1999/513, 1999.5.5, Appendix, articles 32-35.
52) UN document S/1999/862, 1999.8.9, para.
53) UN document S/1999/1262, 1999.8.27, para. Kb).
54)宮本は警察育成の理念とそれを具体化する包括的戦略の双方が欠如していたと指摘する。 (宮本弘典「東ティモ-
ルにおける警察創設」 『ジュリスコンサルタス』第13号、 2004年、 87-120頁)0
55) UN document S/1999/1024, 1999.10.4, paras 57-58, 23(a), 2900 and 29(m).





























57) UN document UNTAET/REG/2001/22, 2001.8.10.
58) ①東ティモール人警察官の選抜や訓練を行う、 CIVPOLのユニットを立ち上げる、 ②mLが東ティモール警察
機構と並存する、 ③CIVPOLの要員数を段階的に削減し、権限が東ティモール警察機構に移譲される、といった3
つの段階を2004年の1月までに終了することが示された。
59) Scheye, op. cit., p. 120.
60)宮本　前掲、 112頁。
61) Amnesty Internationalホームページより
(http://web.amnesty.org/library/inde:翠/ENGASA570052003　accessed April 8 2004)。
紛争後社会における国連文民警察の役割
困難さは「警察官」であるという性質に根ざしているため限界がある。また、東ティモール
ではUNTAET展開当初の最大の脅威であった併合派民兵が逃走し、内的な脅威がほとんど
なくなったが、同様の活動をCIVPOLが担ったコソボでは民族対立という形で展開後も内
的脅威が残存し治安は安定せず、大きな脅威に対応できないCIVPOLは機能不全に陥った。
このような限界は、他組織による補完や代替によって埋め合わせる必要性がある。例えば、
本稿で述べた軍がCIVPOL活動をする場合の弊害を十分に考慮した上で、軍や憲兵隊など
との連携や機能的な分担を図るべきであろう。また現地警察設立、育成や権限移譲の具体的
な戦略の欠如については、当該活動の経験の蓄積が少ないためであり、今後、東ティモール
の経験を蓄積していくことが重要となる。さらに、設立された現地警察を成熟させるために
は、必ずしもCIVPOLだけが支援するのではなく、国連の枠外で、地域機関や近隣諸国、
他の開発支援機関による長期的な支援が望まれよう。
おわりに
本稿では、紛争後社会における法の支配確立への貢献が期待されているCIVPOLが法執
行を担った東ティモールの事例を扱い、現地化の過程の考察を通じてその有効性や限界を検
証してきた。東ティモールでの国連活動はこれまで総じて良い評価をされてきたが、警察権
限移譲は必ずしも平坦な道程ではなく、有効性の点からも問題があったことが明らかとなっ
た。果たして法の支配が東ティモール社会に根付いたのかということについては、今後の長
期的な調査と分析によって検討されなければならないが、最近の情勢を見る限りにおいては
それとは程遠い状況にあるように思われる。国家建設の手本とまで評価されてきた東ティモー
ルの現在の混乱ぶりは、紛争後社会において法や秩序を確立することがいかに困難であるか
ということを示すと同時に、それが平和構築において必要不可欠な事業であることを我々に
再認識させる。国連の暫定統治においては現地化が重要視される近年の傾向があるが、形式
的な現地化の達成のみを目指すのではなく、国際社会の撤退後に現地社会が独り立ちをし、
平和で安定した社会を自ら築き上げていくことができるような現地化の方法を模索すること
が必要である。そのためには、有効性という視点をいかにして支援体制の枠組みの中に取り
込んでいくのかということが今後の課題となろう。
